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中学校部活動の地域展開

個人と社会のWell-beingを目指して
～千曲坂城クラブの取り組みから～



― 部活動地域展開を進める上で踏まえたいこと―

これからの時代～Society5.0の社会～ VUCA(変動性・不確実性・複雑性・曖昧性)の時代
多様化の時代 少子高齢化の時代

未来への不安、人間にとって何が大切か見失う時代

東日本大震災2011 3.11 能登半島地震2024 1.1

人間にとって何が大切かを気づかせてくれた！
絆・コミュ二ティ・つながりが人を救う 未来を創る！

「地域の子どもは学校を含めた地域で育てる」
「絆・コミュ二ティ・つながり」を育む

素晴らしい取り組みが今までもたくさんあった

⇒部活動の地域展開も同じと捉えている！

人をてらす 人をはぐくむ 人がつながる 月の都～文化伝承創造都市 千曲

千曲市の将来像の具現(第三次千曲市総合計画)



「部活動の地域展開」は、 「学校の役割」 「学校を含めた地域の役割」を明確にし、
地域全体で新たな子どもたちの環境を構築していく取り組み

部活動の地域展開 ☞「地域の子どもは学校を含めた地域で育てる」を共通理解する必要

「学校の役割」「学校を含めた地域の役割」

― 地域展開の考え方 ―



地域展開は手段
目標・目的は

何か

中学校部活動の地域展開「千曲坂城クラブ」⇒手段

すべての子どもたちにスポーツ・文化芸術活動を保障する⇒目標

すべての子どもたちにとって豊かなスポーツ・文化芸術環境が整う

教職員の専門性が高まり質の高い学校教育が提供できる環境が整う

地域社会と学校が連携・協働した持続可能な活動体制が整う(地域の子どもは学校を含めた地域で育てる)

「新しい公共」＝当事者(子ども・保護者・学校・地域・NPO・企業・行政等)の協働の場
お互いを気遣い、人の役に立ちたいという気持ちで、地域の課題に対し、それぞれができることをする

人間にとって大切な「絆・コミュニティ・つながり」を育み
個人と社会のウェルビーイングの実現⇒目的



― 部活動地域展開の背景 ―

これまで部活動は、学校教育の一環として行われ、中学校教育の中で大きな役割を果
たすと同時に、我が国のスポーツ・文化芸術の発展を支えてきた。

⇒ 生徒の多様な学びの場、そして活躍の場
⇒ 人間形成を図る教育的意義の大きさ
しかしそれは、教職員の善意と熱意、献身的な努力によって支えられてきた！

課題1 生徒・保護者の多様なニーズ
課題2 少子化に伴い部が成立しない
課題3 教職員の献身的努力から生じる課題

☞ 学校だけでは解決できない！
☞ 持続可能なスポーツ文化芸術環境を構築する必要がある！



 令和２年９月 学校の働き方改革を踏まえた部活動改革 文部科学省・スポーツ庁・文化庁

 令和４年６月 運動部活動の地域移行に関する検討会議提言 スポーツ庁

 令和４年８月 文化部活動の地域移行に関する検討会議提言 文化庁

 令和4年12月 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン

文部科学省・スポーツ庁・文化庁
令和7年12月 部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン

文部科学省

国の方針⇒地域の実情に応じて
運営団体・実施主体(例)→総合型地域スポーツクラブ・民間事業者・競技団体・文化芸術

団体・プロスポーツチーム等

千曲市・坂城町＝自治体の責任として

部活動の地域移行に当たっては、「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意
識の下、生徒の望ましい成長を保障できるよう、地域の持続可能で多様な環境を一体的に整備。地
域の実情に応じ生徒のスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消することが重要。



⇒部活動は、今まで「学校教育活動の一環」として位置づけられ、子どもたちの成長に大きな役割を
担ってきたことを踏まえ、自治体の責任で地域へ展開する「千曲坂城クラブ」を設立運営する。

⇒千曲坂城クラブは、「地域の子どもは、学校を含めた地域で育てる(学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り

方等に関する総合的なガイドライン スポーツ庁・文化庁)」共通意識の下、運営する。

⇒千曲坂城クラブは、第4次長野県教育振興基本計画に基づき「個人と社会のウェルビーイングの実
現」を目指し、「生涯にわたり誰もが学び合える地域の拠点をつくる」「文化芸術・スポーツの身
近な環境を整え、共感と交流が生まれる機会をつくる」ものであること。

⇒千曲坂城クラブは、「やりたい」「やってみたい」子どもたちが、家庭の様々な状況に左右される
ことなく、参加できるクラブを目指すこと。

千曲坂城クラブ基本理念

すべての子どもたちにスポーツ・文化芸術活動を保障する

未来を創っていくのは子どもたち～その子ど
もたちに必要な資質・能力を育む環境を整え
るのが大人(学校を含めた地域)の役割

― 千曲坂城クラブの概要 ―



令和7年度
千曲坂城クラブ組織

※坂城中(大峰班)戸倉上山田(つばさ班)埴生(おおとり班)更埴西(田毎班)屋代(杏苑班)屋代附属(鳩班)稲荷山養護(稲養班)



安心・安全を保障し信頼あるクラブへ
コンディショニングサポートスタッフ

体罰・ハラスメント相談窓口

コンディショニングサポートスタッフ
指導者研修の講師

各専門部での研修講師



賛助会員について
1 別紙「千曲坂城クラブ 賛助会員規約」を確認のうえ、別紙「賛助会員申込
書」をご提出ください。

[郵送先] 〒387-8511 千曲市杭瀬下二丁目1番地
千曲市教育委員会 教育総務課 千曲坂城クラブ事務局宛

[ＦＡＸ] 026-273-8787

2 年会費 ※何口でも結構です
〇個人年会費 １口 1,000円
〇団体・法人年会費 １口 5,000円

3 納入方法
○銀行振込⇒下記の口座へお振込みください。
八十二銀行 屋代支店(285) 普通預金 口座番号677289

口座名義 :千曲坂城クラブ(ﾁｸﾏｻｶｷｸﾗﾌﾞ)

※大変申し訳ございませんが、振込手数料は賛助会員の方のご負担になりま
すのでご了解ください。

⇒賛助会員の手続きをされた翌年以降は、5月初旬に賛助会員年会費納入の
お願いをしますので、よろしくお願いいたします。

あなたの一口が 部活動に代わる中学生の
新しいスポーツ・文化芸術環境をつくります！

賛助会員の手続き・年会費等

ふるさと納税～スタート



指導者は地域の方が担います
・指導者は「スポーツ・文化芸術活動を通して

中学生の健全育成に寄与する志がある方」にお願いします。

・教職員でクラブ指導を希望する場合は「兼職等承認願」を提

出し、承認を得ることで指導者になれます。※78名 32%

・指導者は全員「指導者登録届」をクラブ会長へ提出します。

・指導者には、予算の範囲で謝金を出します。また予算の

中から、スポーツ安全保険に加入していただきます。

※クラブの成否を決める課題の一つは「指導者の確保」

⇒ 令和7年度250名 教員78名 有資格者67名

※令和5年度 クラブ設立時 183名 令和6年度 244名



指導者の希望があった場合

各学校の顧問の先生

専門部の代表・事務局

千曲坂城クラブ事務局

「指導者登録届」提出へ

希望者



令和7年度 オンライン指導者研修

⇒昨年度は、のべ約700名
(3月末現在)が受講。今後、
より多くの指導者が受講して
いくよう呼び掛けていく。

千曲坂城クラブ設立に伴
い、地域指導者(教職員を
含む)による指導がスター

トしました。生徒たちの安
心・安全を確保していくこ
とはもちろん、よりよい活
動にしていくためには指導
者の力量を向上させていく
ことが必要です。また保護
者・地域の方々からより信
頼を得ていくためにも指導
者としての絶え間ない研修
が求められます。

つきましては、指導者研
修を実施しますので受講を
お願いいたします。指導者
の皆様の負担を軽減するた
めに、オンラインによる研
修としますのでご了解くだ
さい。

なお、千曲坂城クラブ規
約第16条2 「地域指導者

は、クラブが勧める研修会
に参加するよう努めるもの
とする。」と規定されてい
ます。



⇒クラブ運営委員に郡PTA代表・生徒代表・教員以外の指導者・パラスポーツ指導者・総合型

地域スポーツクラブ指導者を委嘱 ※保護者・生徒を入れることが大事

千曲坂城クラブ運営委員会～年3回予定 様々な課題を検討



令和7年度 クラブ概況 R7.12月現在

■会員数 1,114名 スポーツ系869名 文科系245名
■指導者数 250名

教職員78名(兼職等承認願い提出者) 有資格者67名
20代36名 30代42名 40代55名 50代63名 60代43名 70代11名

■会費 年3,000円(保険代800円含) ※来年度 年会費3,000円(保険代800円含)
活動時間応じて月会費 上限3,000円

■指導者謝金 令和7年度 1時間1,000円 1日3時間3,000円が上限
※令和6年度まで 1時間900円 1日3時間2,700円が上限

教員の特殊業務手当と同額
■予算の範囲内で旅費の支払い

■市町の施設 100％減免措置

■賛助会員 R7年度 1,084,000円
法人・団体41件 個人139件 ※R6年度 1,022,000円

■ふるさと納税 ※R6年度 1件 ■寄付 ※R6年度 2件



ボッチャ専門部の様子から ～稲荷山養護学校との連携～

～共生社会の実現～

この体育館で行われていることが本当の「共生社会」。部員たちが
大人になって、この光景を思い出してほしい。

～ボッチャ専門部指導者の言葉～



歴史・科学専門部の様子から ～古墳館との連携～

地域貢献～歴史科学専門部に続
こう！ クラプだよりから

先日、歴史・科学専門部の仲
間が、森将軍塚で行われた草取
りに、地元ボランティア「友の
会」の皆さんと一緒に参加しま
した。この草取りは100回を迎
え、約30年続く活動です。たく

さんの方の古墳に寄せる熱い思
いに触れることができたとのこ
とです。中学生が参加し皆さん
喜んでくれたそうです。

地域に貢献する活動をぜひどの
専門部も実践していきましょう。

いろいろな個性を持った子どもたちが、生き生きと活動している。最初は、緊
張していた子どもたちも活動を通して、和気あいあいになっている。ここが一
つの居場所になっている。きっと学校生活では、見れない笑顔があるのではな
いか。自分たちの活動や学んだことをどんどん自分たちで発信していくクラブ、
そして社会の経済活動の一環も経験させていきたい。

～歴史科学専門部指導者の言葉～



総合文化専門部の様子から ～公民館との連携

公民館活動の目標と千曲坂城クラブの目標は
共通している



公民館で現在活動されている多くの講師の方が協力を申し出てくれました！ありがたいです！



折り紙 埴生公民館

パソコン

市総合教育
センター

書 道
屋代公民館

「つどう・まなぶ・むすぶ」地域
(公民館)へ向けて、中学生の参加
を更に促したい！子どもたちの生
涯学習へつなげられれば！

一輪車
ことぶきアリーナ

木彫り
戸倉創造館

クラフト細工
稲荷山公民館

子どもたちが集中して、一生懸命やる姿にびっくりしています。保
護者の方にも活動を見て欲しいです。この子どもたちが、このクラ
ブをきっかけに大人になっても続けて欲しいと願っています。

～総合文化専門部指導者の言葉～



〇指導者数 35名 内教職員10名（兼職等承認願い提出）
 千曲市吹奏楽団25名

〇部員数 87名 内訳 坂城中13名 戸倉上山田中24名
 埴生中13名 西中24名 屋代中7名
 屋代附属中6名活動の様子

吹奏楽専門部の様子から ～千曲市吹奏楽団との連携～



地元吹奏楽団(千曲市吹奏楽団)の全面的協力

人数が増えることで表現の幅が広がり、より良い音楽づくりができます。大人同
士で協力できるのも心強いです。ただ、その分、指導方針のすり合わせや技術差
へのフォロー、安全管理など、丁寧に整えていく必要も感じています。

～吹奏楽専門部指導者の言葉～



ミニコンサート開催

3月10日土曜日、信州の幸あんずホールで、千曲坂城クラ

ブ吹奏楽専門部が一年間の活動の成果を発表するミニコン
サートを開催しました。43名の生徒が参加し、指導者の皆さ
んと一緒に「アルセナール」「コヴィントン広場」「Get it
on～黒い炎～」「銀河鉄道999」の4曲が演奏されました。迫

力ある演奏が会場いっぱいに響き渡り、生徒たちの熱いエネ
ルギーが伝わってくるものでした。月1回の活動でしたが、指

導者になっていただいた千曲市吹奏楽団の方々のお力添えを
いただき素晴らしい成果を得ることができました。本当にあ
りがとうございました。新たな絆で 新たな歴史が刻まれた
ミニコンサートとなりました。 6.3.12 クラブだよりから

さざなみ音楽祭参加

9月16日に上山田文化会館で第38回さざなみ音楽祭が開催
され、千曲坂城クラブ吹奏楽専門部が参加しました。指導者
の千曲市吹奏楽団の皆さんと一緒に「アフリカン シンフォ
ニー」「オーメンズ・オブ・ラブ」の2曲を演奏しました。
今までの練習の成果を発揮し、迫力ある演奏となり、たくさ
んの拍手をいただきました。これからが楽しみです。

6.9.26 クラブだよりから



バレーボール
男子 4校で1チームVC千曲
女子 4校で4チーム

卓球
活動は休日のみ
交流会の開催

軟式野球
3校で1チーム
2校で1チーム

バスケットボール
ベーシックコース
アドバンスコースの試行
5校混合のチームで大会参加

水泳
3校合同おばすてスイミングクラブ

合唱
2校でNコン参加

ハンドボール
4校で男女各4チーム
今後、2校で2チームへ

剣道
クラブとして団体
戦に出場 4校

各専門部で様々な取組の試
行が進められている！

各専門部の様子から



軟式野球専門部

〇指導者数 39名 内教職員8名（兼職等承認願い提出）
内アドバイザー8名 公認指導者資格取得者9名

 
〇部員数 59名 内訳 坂城中4名 戸倉上山田中21名

 埴生中9名 西中9名 屋代中16名
 〇活動体制

更埴北クラブ 埴生中・屋代中・更埴西中
練習場所 火:各校 水:埴生中 金:屋代中 休日:更埴西中

更埴南クラブ 坂城中・戸倉上山田中
練習場所 火・木・金 休日 戸倉上山田中

休日 月4日～ 平日週3日～
※年度ごと人数に応じて検討

更埴少年野球クラブ(令和3年4月発足)
＝千曲坂城クラブ軟式野球専門部(令和5年3月発足)



□年会費 3,000円(保険代800円含)
□月会費3,000円(1、2年10ヶ月・3年4ヶ月)
※更埴少年野球クラブ 入会費1,000円

大会参加費3,000円
□令和8年度千曲坂城クラブ予算から(クラブ予算の軟式野球専門部分)
指導者謝金2,270,000円 旅費228,000円

活動費158,000円 指導者保険42,000円

松川佐知子管理栄養士(クラブコンディショニング
サポートスタッフ)を招いて、「食とからだづく
り」について生徒・保護者・指導者合同で研修

□中3部 中3の夏の中体連移行、高校
野球へのスムーズな接続を狙い、硬
式ボールで練習
高校のグランド借用

増やそう
野球人口！
広げよう

友だちの輪！



令和7年度実施
バレボール専門部
ソフトテニス専門部

剣道専門部
サッカー専門部
軟式野球専門部
水泳専門部

予算をどう確保するか



平日活動の様子～バスケットボール専門部つばさ班



地域貢献活動
～感謝を込めて～

賛助会の法人・団体の皆様
千曲市・坂城町の福祉施設 計73箇所へ配布

来年度の干支にちなみ折り紙で
「午」の色紙をつくり、届けて
います。各中学校で、クラブ員が
心をこめて作成しました。
毎年、実施していく予定です。

皆さんに喜
んでいただ
きました！各専門部でできることをできるときに行う



寄せられている声より

○より専門的な指導が受けられる
環境になっていて、競技力を高め
られそう。
○自分の学校に部活動がなくても、
練習できる環境があってうれしい。
○高いレベルを目指す人にとって
は、向上心の高い人達と練習でき
るのでいい。
○他校の人とも交流する機会が増
え、良さに気づいたり、課題が明
確になったりしていい。
●移動が大変に感じる。●クラブ
に入っている人といない人がいて
とまどいがある。

○専門外の部活を指導しなければいけない負担が減ってありがたい。
〇休日に部活動がないと家庭のことができてうれしい。
〇専門的な指導者とかかわれ勉強になる。
〇他校の生徒・指導者との交流は、よい刺激となる。
〇働き方改革が進むと思う。
●生徒指導が心配。●平日がどうなっていくか心配。●クラブに参加
しないと、生徒・保護者・地域からの評価が心配。

○より専門的な指導のできる指導者（県選抜のスタッフなど）が教
えてくれるのでありがたい。
○学校に部活動が設置されていなくても、クラブとして活動できる
環境があっていい。
○ライセンスの所持なども明記されているので学校外の活動でも安
心できる。
〇学校間移動の交通手段を確保してもらいありがたい。今後も継続
して欲しい。
●練習場所の送迎には負担感がある。
●今後、平日も含めどのようになっていくのか不安がある。



年度 R5 R6 R7 R8

文部科学省
方 針

休日部活動の地域展開に向けた
改革推進期間

（段階的に地域展開）

進捗状況を
検証しさら
に改革

千曲坂城
クラブ

休日部活動
月1回以上
クラブ活動 平日部活動も

可能な限り
クラブ活動

休日部活動
はすべて
クラブ活動

部活動を廃
止し、すべ
て千曲坂城
クラブ活動
とする

完全展開までのスケジュール 令和8年度完全展開
休日・平日すべてクラブとする

改革実行期間
前期 ～ 令和10年度
後期～令和13年度



― 今後の課題 ―

◆持続可能な運営にしていくために安定した財源をどう確保
していくか。
※来年度から年会費3,000円(保険代800円含)＋月会費最大

3,000円(活動時間に応じて)
◆平日の活動場所への移動が必要な場合どうしていくか。
※活動場所の工夫 保護者送迎のお願い等

◆平日の指導者確保をどうしていくか。
※可能な限り放課後の時間帯に活動できるように

◆子どもたちの「居場所」としてのクラブのあり方はどう
あったらよいか。 ※子ども食堂との連携試行

◆地域から愛されるクラブになるために、地域貢献活動を
どう進めていくか。 ※クラブとして、各専門部ごと実施

◆クラブ事務局の負担をどう軽減していくか。



どんな小さな町や村にいっても必ずあるもの

終わりに 心に留めていること・・・・

私が私らしく生きられる社会へ

千曲坂城クラブ

人づくり・地域（まち）づくり

個人と社会のWell-beingの実現

絆・コミュニティ・つながりづくり



千曲坂城クラブのお問い合わせ

千曲市教育委員会教育総務課内
千曲坂城クラブ事務局

℡ 026-273-6120
Fax 026-273-8787
Mail  kyoiku@city.chikuma.lg.jp
HP

Well-beingを実現しよう

mailto:kyoiku@city.chikuma.lg.jp
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